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2.3.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 澤本 潤 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
ソフトウェア情報学総論、オペレーティングシステム論、専門英語Ⅲ，基盤システム演習 B、基盤システムゼミ A/B，
卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報システム管理特論，ソフトウエア情報学ゼミナールⅠ/Ⅱ/Ⅲ，ソフトウエア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
1) 講座ゼミ中間発表会実施（国立岩手山青少年交流の家、2009/8/31-9/1） 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
該当なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Hiroshi Yajima, Jun Sawamoto, and Kazuo Matsuda, Remote consultation system using hierarchically 
structured agents, International Journal of Informatics Society (IJIS) 11/09 Vol.1, No.3, pp.42-46, 
ISSN1883-4566, 2009. 
2) 大西達也、矢島敬士、澤本 潤、アバタを用いた遠隔相談システムの開発、電学論 C，Vol. 129 / No. 7、
pp.1408-1415，2009 年 7 月． 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Yuji Wada, Yuta Watanabe, Keisuke Syoubu, Jun Sawamoto, Takashi Katoh, Virtualization Technology for 
Ubiquitous Databases, 2010 International Conference on Complex, Intelligent and Software Intensive 
Systems, pp.555-560, February 2010. 
2) Yuji Wada, Yuta Watanabe, Jun Sawamoto, Takashi Katoh, Database Virtualization Technology in Ubiquitous 
Computing, Innovations'09: 6th International Conference on Innovations in Information Technology, 
pp.170-174, December 2009. 
3) Takuya Sasaki, Hideyuki Akasaki, Jun Sawamoto, Takashi Katoh, Yuji Wada, Norihisa, Segawa and Eiji Sugino, 
A Proposal of an Adaptive P2P Database Retrieval System Using a Hierarchically Categorized DHT Structure, 
International Workshop on Informatics 2009 (IWIN2009), pp.101-106, 2009. 
4) Kenta Ohmi, Takeshi Nishimura, Jun Sawamoto, Hisao Koizumi, A Vehicle Information Transmission Method 
by Inter-Vehicle Communication and its Application to Traffic Jam Detection, International Workshop on 
Informatics 2009 (IWIN2009), pp.87-94, 2009. 
5) Yuji Wada, Yuuma Hamadume, Shinichi Dohi, Jun Sawamoto, Technology for Recommending Optimum Learning 
Texts Based on Data Mining of Learning Historical Data, International Workshop on Informatics 2009 
(IWIN2009), pp.137-144, 2009. 
6) Norihisa Segawa, Jun Sawamoto, Ikuko Urushibara, Hikaru Sato, Haruro Tamaki, Proposal of construction 
of ubiquitous sensor network environment that supports activity in a country hill, The 7th Annual 
International Conference on Mobile Systems (ACM MobiSys2009), June 2009 (Poster session).   
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7) Hiroshi Yajima, Jun Sawamoto, Kazuo Matsuda, Remote Consultation System Using Hierarchically Structured 
Agents, HCI International 2009, July, 2009. 
8) Yasuaki Teshirogi, Jun Sawamoto, Norihisa Segawa, Eiji Sugino, A Proposal of Tsunami Warning System Using 
Area Mail Disaster Information Service on Mobile Phones, International Workshop on Disaster and Emergency 
Information Network Systems (IWDENS'2009) in conjunction with The IEEE 23rd International Conference 
on Advanced Information Networking and Applications (AINA-09), May 2009. 
9) 和田 雄次, 浜詰 祐馬, 土肥 紳一, 澤本 潤、協調学習推薦技術の研究-苦手科目克服のための教材推薦、第 2
回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム（DEIM2010）、2010 年 2 月. 
10) 浅川 和久，高橋 孝輔，瀬川 典久，澤本 潤，センサネットワークを利用した林業活動におけるウェアラブルシ
ステムの構築, 第 17 回インタラクティブシステムとソフトウェアに関するワークショップ WISS2009, 2009 年
12 月（デモ発表） 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 浅川和久、高橋孝輔、瀬川典久、澤本 潤、センサネットワークを利用した林業活動を支援するウェアラブルシ
ステムの構築、ライフインテリジェンスとオフィス情報システム研究会（LOIS）、信学技報, vol. 109, no. 450, 
LOIS2009-85, pp. 37-42, 2010 年 3 月. 
2) 高橋孝輔、浅川和久、瀬川典久、澤本 潤、過酷な環境で動作するセンサノード用電源の開発、電子情報通信学
会 ライフインテリジェンスとオフィス情報システム研究会（LOIS）、信学技報, vol. 109, no. 450, 
LOIS2009-86, pp. 43-48, 2010 年 3 月. 
3) 上杉裕也、後藤拓人、坂倉規敏、澤本 潤、矢島敬士、あらすじ生成エージェントを用いた遠隔相談支援システ
ムの開発、電子情報通信学会 2010 年総合大会、B-19-12、March 2010. 
4) 張 蕾、湯山 悠司、澤本 潤、杉野 栄二、組込み OS 教育のための E ラーニングシステムの提案、情報処理学会
第 72 回全国大会、pp. 4-671-672、March 2010. 
5) 菖蒲 佳右、渡辺 裕太、和田 雄次、澤本 潤、加藤 貴司、異種データベースの仮想化技術 -クエリ変換方式-、
情報処理学会第 72 回全国大会、pp. 1-815-816、March 2010. 
6) 渡辺 裕太、菖蒲 佳右、和田 雄次、澤本 潤、加藤 貴司、異種データベースの仮想化技術 -スキーマ変換方式-、
情報処理学会第 72 回全国大会、pp. 1-813-814、March 2010. 
7) 鳥居 秀徳、澤本 潤、エリアメールを利用した津波避難支援システムの構築、情報処理学会第 72 回全国大会、
pp. 4-721-722、March 2010. 
8) 佐々木 拓也，澤本 潤，和田 雄次，加藤 貴司，P2P ネットワークにおけるコンテンツのグループ化に関する研
究、平成 21 年度 第 5回情報処理学会東北支部研究会（東北学院大学）、Vol.2009-5, No.A-1-3, Feb., 2010．
9) 赤崎英之， 加藤貴司， ベッドバハドゥールビスタ，高田豊雄， 澤本潤，Skip Graph における範囲を持つ属性
をキーとしたコンテンツ共有手法の提案，電子情報通信学会ネットワークシステム研究会（NS），信学技報, vol. 
109, no. 398, NS2009-153, pp. 65-70, 2010 年 1 月. 
10) 瀬川典久，高橋孝輔，浅川和久，澤本潤,里山で利用するセンサネットワークの構築, 電気学会関西支部連合大
会（大阪）, G-11-19, 2009 年１１月 
11) 瀬川典久，浅川和久，高橋孝輔，澤本潤, センサネットワークを活用した生体情報活用システムの構築, 電気学
会関西支部連合大会（大阪）,G-11-20, 2009 年１１月  
12) 佐々木拓也、澤本 潤、杉野栄二、瀬川典久、加藤貴司、和田雄次、データマイニングによるデータハッシュテ
ーブルの階層分類構造自動構築機能を利用した知的検索システムの提案、第 8 回情報科学技術フォーラム
（FIT2009）M-078, pp.423-428, September, 2009. 
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13) 上杉裕也、澤本 潤、矢島敬士、瀬川典久、杉野栄二、エージェントを用いた遠隔相談支援システムのコンポー
ネント化の提案、第 8回情報科学技術フォーラム（FIT2009）M-093, pp.461-462, September, 2009. 
14) 後藤拓人、小沢亮太、矢島敬士、澤本 潤、相談用トピックマップを用いた遠隔相談支援エージェント、第 8
回情報科学技術フォーラム（FIT2009）J-039, pp.479-484, September, 2009. 
15) 渡辺裕太, 菖蒲佳右, 和田雄次, 澤本 潤, 加藤貴司, 異種データベースの仮想化技術, 第 8 回情報科学技術
フォーラム（FIT2009）D-036, pp.211-214, September, 2009. 
16) 菖蒲佳右, 渡辺裕太, 和田雄次, 澤本 潤, 加藤貴司, 仮想 DB のバックアップ・リカバリ方式, 第 8 回情報科
学技術フォーラム（FIT2009）D-037, pp.215-218, September, 2009. 
17) 浅川和久、瀬川典久、澤本 潤、センサネットワークを利用した M2M システムの構築、平成 21 年電気学会電子・
情報・システム部門大会、OS4-5, pp.437-441, September, 2009. 
18) 辻 秀一，澤本 潤，小泉寿男, M2M システムにおける情報処理のフレームワーク, 平成 21 年電気学会電子・
情報・システム部門大会、OS4-4, pp.435-436, September, 2009. 
19) 瀬川典久、澤本 潤、松原和衛、出口善隆、大石明広、山本信次、東 淳樹、青井俊樹、 里山での活動を支援
するセンサネットワーク環境構築の提案, 信学技報, vol. 109, no. 131, USN2009-23, pp. 141-146(IEICE USN
研究会京都), 2009 年 7 月. 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費 ユビキタスデータベース仮想化技術によるデータ利用の効率化に関する研究 150 万 
2) 総務省 SCOPE 里山での活動を支援するユビキタスセンサネットワーク環境構築の研究開発 8472 千円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) 2009 年 6 月 1 日 総務省東北総合通信局長表彰「電波の日」表彰 
「山間部における広域センサーネットワークの構築に関する調査検討会」座長 
2009 年 6 月 1 日 岩手日報 報道 
2) 2009 年 6 月 17 日 総務省東北総合通信局主催 ＩＣＴ推進フェア２００９ｉｎ東北 
電波利用推進セミナー 講演（13:00-13:50） 
「山間部における広域センサーネットワークの構築に関する調査検討会結果について」 
3) 2009年 10月 23日 携帯で津波避難支援 県立大・沢本教授開発 メールで情報伝達  （10/23 岩手日報 22
面） 
4) 2009 年 10 月 22 日 ibc ニュースエコー 携帯電話を利用 漁船の津波避難支援システム 放送 
5) 2009 年 11 月 26 日 津波避難支援システム実証実験 無線機不搭載の漁船にも情報伝達報道（11/26 海保新聞）
 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
総務部会長 
評価委員会委員長 
総務委員会委員長 
(c) 学生支援 
該当なし 
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(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
1) 2009 年度岩手県地域振興部「コンピュータ関連調達に関する技術審査委員会委員」（2009 年 7 月～ ） 
2) 岩手県主催 組込み技術研究会 参加 
(b) 企業・団体などにおける活動 
2) ＧＩＴＡ－ＪＡＰＡＮ特別会員（2006 年 10 月～） 
 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会、電子情報通信学会、日本ソフトウェア科学会、人工知能学会共催 JAWS プログラム委員 
(f) その他 
なし 
 
[主な業績］ 
P2P ネットワークにおけるコンテンツのグループ化に関する研究 [0] 
近年，情報通信技術の発達に共ない情報の多様化，多在化が急速に進んでいる．例えば，ショッピングモールなど
の小売店では取り扱っている商品情報，在庫情報，キャンペーン情報を管理している．バス会社は市街地における
バスの運行時間，運賃などの情報を管理し，各停留所の掲示板を利用しバス利用者へ情報を表示している．Web 販売
システムでは商品情報，在庫情報の管理だけでなくインターネットを利用し商品の購入が可能など，情報を必要と
している利用者によって使い方も様々である． 
 そういった中，Peer-to-Peer(以下 P2P)ネットワークを利用した情報の共有への注目が高まり様々な方面で利用さ
れている．P2P ネットワークを利用したアプリケーションの例として，Napster[1]，Gnuttella[2]などがある．クラ
イアントが接続したサーバから一方的にサービスの提供を受けるクライアントサーバモデルのシステムとは異な
り，P2P 型システムでは，コンピュータ同士が相互に接続し平等な関係で直接，情報やサービスをやり取りすること
によって負荷が分散される，耐故障性が高い，などの利点がある． 
 P2P ネットワークは検索メッセージの転送方式によって，非構造化オーバーレイネットワーク，構造化オーバーレ
イネットワークの二種類に分類することが出来る． 
 非構造化オーバーレイネットワークはキーに対応する相手を探索する為に，自ノードと隣接しているノードに対
し検索メッセージを送信する．受信したノードがキーに対応したコンテンツを持っている場合は返答するが，持っ
ていない場合はさらに隣接されたノードに対し検索メッセージを転送することになる．メッセージをホップする度
に転送メッセージ数が増える為，ネットワークトラフィックが増えてしまう． 
 一方，構造化オーバーレイネットワークは検索メッセージを転送する際の転送先を選択する方法を予め構造的に
決めており，キーを保持しているノードが分かるようにしている方式である．代表的な方式として分散ハッシュテ
ーブル（Distributed Hash Table）や SkipGraph[3]などがある． 
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 分散ハッシュテーブルは，各ノードに割り当てられたアドレス（ノードの ID）とコンテンツのハッシュ値を空間
に写像し、その空間を複数のピアで分割管理することで、特定ピアに負荷が集中することなく大規模なコンテンツ
探索を実現する．こうすることで，アドホック性とスケーラビリティの両立を目指している．その為，分散ハッシ
ュテーブルではフラッディング方式に比べ非常に少ないメッセージ数で検索を行うことができるが検索時に情報の
識別子を指定しなければならないため，一度に複数のコンテンツを取得したい場合や，キーワードの部分一致など
による検索には不向きであるといわれている．分散ハッシュテーブルの代表例として，Chord[4]，Kademlia[5]など
が存在しており，今日においても分散ハッシュテーブルのアルゴリズムの開発が行われている．既に分散ハッシュ
テーブルを用いた構造化された P2P ネットワークにおける，検索システムの研究と評価は種々行われている[6]．分
散ハッシュテーブルにおいてはコンテンツの柔軟な検索を行う事を目的とした階層分類化構造を導入した分散ハッ
シュテーブルの研究も事例として存在する． 
 このように，従来の P2P ネットワークにおける構造化オーバーレイネットワークとして普及している分散ハッシ
ュテーブルは，完全一致検索しか行えないといった欠点が存在する．完全一致のみの検索は利用者にとって検索の
柔軟性が不十分である為，検索の利便性に欠けている． 
コンテンツのグループ化を行うことにより情報検索の利便性向上を目指す研究が多くある．対象コンテンツが Web
ページの場合，[7]では Web ページの特徴ベクトルから類似度を判定しグループ化を行っている．[8]では Web ペー
ジのメタデータを利用したグループ化を検討，[9]では Web のリンク関係から重要なページを探している． 
 Web コミュニティのグループ化に関する研究においても，Web マイニングの技術を用いて，Web 上の情報だけから
特定のコミュニティの人間関係を自動的に抽出[10]，参照の共起性からコミュニティを発見する[11]など様々な研
究が行われている．モバイルエージェントを利用し同じ嗜好を持った人の仲介を行い，嗜好の関連性によるグルー
プ化[12]を行う研究も存在している． 
 以上のように，グループ化の研究はグループ化の対象が違うにしても多数存在している．本研究では検索の柔軟
性が不十分である P2P ネットワークを利用した検索を行う際に，利用者の利便性を向上させることを目的に，検索
履歴と検索頻度を利用したコンテンツのグループ化手法とそのグループに基づく効率の良いコンテンツ検索法を提
案し，シミュレーションによる評価を行う．本研究のグループ化を行う対象は P2P ネットワーク内のノードが保持
しているコンテンツである．また P2P ネットワークのノード（コンテンツ）は頻繁に参加，離脱を行う為に利用者
の動的な検索履歴や頻度に基づいている．また検索が行われる度にグループの更新を行うため，新しいコンテンツ
の発見，リアルタイムに利用者の嗜好やネット上での流行などの傾向を反映できることなどが大きな特徴である．
 
0) 佐々木 拓也，澤本 潤，和田 雄次，加藤 貴司，P2P ネットワークにおけるコンテンツのグループ化に関する研
究、平成 21 年度 第 5回情報処理学会東北支部研究会（東北学院大学）、Vol.2009-5, No.A-1-3, Feb., 2010．
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9) Yoshiaki Mizuuchi, and Keishi Tajima: "Finding Context Paths for Web Pages", Proceeding of 10th ACM 
Conference on Hypertext and Hypermedia, pp.13-22, (1999.2) 
10) “金 英子 , 松尾 豊 , 石塚 満”,Web 上の情報を用いた弱い社会的関係のネットワーク抽出手法,The IEICE 
transactions on information and systems (Japanese edetion)  J91-D(3)  pp.709-722 20080301 
11) “村田剛志”参照の共起性に基づく Web コミュニティの発見，Transactions of the Japanese Society for 
Artificial Intelligence : AI     Transactions of the Japanese Society for Artificial Intelligence  16  
pp.316-323 20011101 
12) Leonard Newton Foner, Political Artifacts and Personal Privacy: The Yenta Multi-Agent Distributed 
Matchmaking System 
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職名： 講師 氏名： 杉野栄二 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
基礎教養入門、コンピュータ入門、組込み OS 論、ソフトウェア演習 B・C、基盤システムゼミ C 
(b) 研究科担当授業科目 
高速処理特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
宮古短大部非常勤講師（OS 論） 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Takuya Sasaki, Hideyuki Akasaki, Jun Sawamoto, Takashi Katoh, Yuji Wada, Norihisa, Segawa and Eiji Sugino, 
A Proposal of an Adaptive P2P Database Retrieval System Using a Hierarchically Categorized DHT Structure, 
International Workshop on Informatics 2009 (IWIN2009), pp.101-106, 2009. 
2) Yasuaki Teshirogi, Jun Sawamoto, Norihisa Segawa, Eiji Sugino, A Proposal of Tsunami Warning System Using 
Area Mail Disaster Information Service on Mobile Phones, International Workshop on Disaster and Emergency 
Information Network Systems (IWDENS'2009) in conjunction with The IEEE 23rd International Conference 
on Advanced Information Networking and Applications (AINA-09), May 2009. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 張 蕾、湯山 悠司、澤本 潤、杉野 栄二、組込み OS 教育のための E ラーニングシステムの提案、情報処理学会
第 72 回全国大会、pp. 4-671-672、March 2010. 
2) 佐々木拓也、澤本 潤、杉野栄二、瀬川典久、加藤貴司、和田雄次、データマイニングによるデータハッシュテ
ーブルの階層分類構造自動構築機能を利用した知的検索システムの提案、第 8 回情報科学技術フォーラム
（FIT2009）M-078, pp.423-428, September, 2009. 
3) 上杉裕也、澤本 潤、矢島敬士、瀬川典久、杉野栄二、エージェントを用いた遠隔相談支援システムのコンポー
ネント化の提案、第 8回情報科学技術フォーラム（FIT2009）M-093, pp.461-462, September, 2009. 
(e) 研究費の獲得 
平成 21 年度盛岡広域地域産業活性化人材養成事業における「組込み系高度 IT 技術者養成プログラム実践」 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
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就職委員会、学術推進委員会、メディア入門 TF 
(c) 学生支援 
なし 
(d) その他 
なし 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
なし 
(c) 一般教育 
なし 
(d) 産学連携 
なし 
(e) 学会などにおける活動 
10) 情報処理学会システム評価研究会、運営委員 
(f) その他 
1) ET ロボコン北海道・東北地区大会、審査委員 
2) スーパーサイエンスハイスクール、講師 
 
[主な業績］ 
近年，組込みソフトウェア技術の重要性が叫ばれ，組込みソフトウェア技術者の育成が重要な教
育課題のひとつになっている．一方，インターネットとＰＣの普及に伴い，Ｅラーニングシステム
は教育手段の一つとして，様々な分野で応用されている． 
教室で集中的に行う実習型講義と自習型Web 教材を併用することによる組込みＯＳ教育コースの
ためのＥラーニングシステムについて提案した．この提案システムは，ＥラーニングツールMoodle
をベースに，講義教材，小テストと進捗アンケートなどの機能を搭載することにより自習型Web 教
育支援システムを構築する．インターネットとＰＣのみを利用して，受講生と教師が授業中と授業
以外で使用できる環境を提供する． 
2009 年9 月に実施された組込みソフトものづくり塾で構築したプロトタイプシステムを使用し
た．受講生は社会人と大学生が混在した状況であった．システムに搭載された小テスト機能，アン
ケート機能を利用し，章ごとに対して，小テストを行った．そして，コースの内容，知識確認とＥ
ラーニングシステム環境に関する評価をアンケートで実施した． 
 
張 蕾、湯山 悠司、澤本 潤、杉野 栄二、組込み OS 教育のための E ラーニングシステムの提案、情報処理学会第 72
回全国大会、pp. 4-671-672、March 2010. 
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職名： 講師 氏名： 瀬川典久 
[教育活動］ 
(a) 学部担当授業科目 
オペレーティングシステム論、学の世界入門 ，情報メディア入門、基盤システム演習 A、基盤システムゼミ A/B，
卒業研究・制作 A/B． 
(b) 研究科担当授業科目 
情報基盤特論 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
 
 
[研究活動］ 
(a) 著書 
なし 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
なし 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Takuya Sasaki, Hideyuki Akasaki, Jun Sawamoto, Takashi Katoh, Yuji Wada, Norihisa, Segawa and Eiji Sugino, 
A Proposal of an Adaptive P2P Database Retrieval System Using a Hierarchically Categorized DHT Structure, 
International Workshop on Informatics 2009 (IWIN2009), pp.101-106, 2009. 
2) Norihisa Segawa, Jun Sawamoto, Ikuko Urushibara, Hikaru Sato, Haruro Tamaki, Proposal of construction 
of ubiquitous sensor network environment that supports activity in a country hill, The 7th Annual 
International Conference on Mobile Systems (ACM MobiSys2009), June 2009 (Poster session).   
3) Norihisa Segawa, Naohisa Sakamoto, Koji Koyamada, A Construction of real-time visualization system using 
a sensor network system, Pacific Viz2009 , Apr. 2009 (Poster Session) 
4) Shingo Ohashi, Norihisa Segawa, Takuya Sasaki, Kazuei Matsubara, Yoshitaka Deguchi, Hisayosi 
Kofujita, Tsunenori Tsujimoto and Takeki Saitou , Behavior evaluation of sika deer (Cervus nippon) by 
RFID sysytem．WISP(Wireless Identification and sensing platform) Summit 2009．Session 5: Sensing 
applications, with Work In Progress(WIP) （ Berkeley, California, United States of America ）
http://seattle.intel-research.net/wisp/summit/ 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1) 浅川和久、高橋孝輔、瀬川典久、澤本 潤、センサネットワークを利用した林業活動を支援するウェアラブルシ
ステムの構築、ライフインテリジェンスとオフィス情報システム研究会（LOIS）、信学技報, vol. 109, no. 450, 
LOIS2009-85, pp. 37-42, 2010 年 3 月. 
2) 高橋孝輔、浅川和久、瀬川典久、澤本 潤、過酷な環境で動作するセンサノード用電源の開発、電子情報通信学
会 ライフインテリジェンスとオフィス情報システム研究会（LOIS）、信学技報, vol. 109, no. 450, 
LOIS2009-86, pp. 43-48, 2010 年 3 月. 
3) 瀬川典久，高橋孝輔，浅川和久，澤本潤,里山で利用するセンサネットワークの構築, 電気学会関西支部連合大
会（大阪）, G-11-19, 2009 年１１月 
4) 瀬川典久，浅川和久，高橋孝輔，澤本潤, センサネットワークを活用した生体情報活用システムの構築, 電気学
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会関西支部連合大会（大阪）,G-11-20, 2009 年１１月  
5) 佐々木拓也、澤本 潤、杉野栄二、瀬川典久、加藤貴司、和田雄次、データマイニングによるデータハッシュテ
ーブルの階層分類構造自動構築機能を利用した知的検索システムの提案、第 8 回情報科学技術フォーラム
（FIT2009）M-078, pp.423-428, September, 2009. 
6) 上杉裕也、澤本 潤、矢島敬士、瀬川典久、杉野栄二、エージェントを用いた遠隔相談支援システムのコンポー
ネント化の提案、第 8回情報科学技術フォーラム（FIT2009）M-093, pp.461-462, September, 2009. 
7) 浅川和久、瀬川典久、澤本 潤、センサネットワークを利用した M2M システムの構築、平成 21 年電気学会電子・
情報・システム部門大会、OS4-5, pp.437-441, September, 2009. 
8) 瀬川典久、澤本 潤、松原和衛、出口善隆、大石明広、山本信次、東 淳樹、青井俊樹、 里山での活動を支援
するセンサネットワーク環境構築の提案, 信学技報, vol. 109, no. 131, USN2009-23, pp. 141-146(IEICE USN
研究会京都), 2009 年 7 月 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費・基盤研究 B「センサネットワークを用いた、野生動物の生息地利用調査への応用と、被
害防除システムの構築に関する研究」50 万円 
2) 受託研究(岩手大学)「ライオン排泄物抽出液の化学分析とシカ類に対する忌避剤の研究」 50 万円 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
なし 
 
[大学運営］ 
(a) 全学委員会 
なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
入試委員会、学術推進委員会 
(c) 学生支援 
（学生生活に係る事項，進路指導に係る事項，学生活動の支援など） 
(d) その他 
なし 
 
 
[社会貢献］ 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
なし 
(c) 一般教育 
なし 
(d) 産学連携 
なし 
(e) 学会などにおける活動 
1) 電子情報通信学会 LOIS 研究会専門委員 
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2) ＦＩＴ ２００９ 実行委員 
 (f) その他 
なし 
 
[主な業績] 
里山でのセンサネットワークの活用 
 
本研究では、携帯パケットなどの無線通信のインフラが乏しい特性を考慮し、特に里山で無線通信イン
フラ整備が行われていなくても利用できるセンサフィールドを構築し、里山での活動を捉えるためのセ
ンサノードの開発の開発を行う。特に、(a)林業、登山者などの里山の中で活動する人々の活動を捉える
センサノードの開発、(b)里山に住む動物の生態を調べるセンサノードの開発、(c)自然災害を察知し対
策するセンサノードの開発を行う。また、里山で活動している人、都市で活動している人達に、里山の
状況を伝えるためのアプリケーションの構築を行う。 
 また、本研究で試作したセンサノードを岩手県内で構築する試験環境に設置し、さまざまなデータを取
得する。得られたデータを元に、運用コストと得られるメリットの対比を通じ、里山でのセンサネット
ワークの実用可能性を評価する。 
 
